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市
長
に
就
任
し
て
早
い
も
の
で

３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
３

年
間
、
平
成
不
況
に
よ
る
経
済
の

長
期
低
迷
と
税
収
の
伸
び
悩
み
の

た
め
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
社
会
に
向

け
た
対
応
や
ま
だ
ま
だ
必
要
な
都

市
基
盤
整
備
な
ど
、
市
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
で
施
策
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
、
訓
世
紀
に

向
け
た
ま
ち
の
基
本
を
創
る
た
め

自
然
的
・
歴
史
的
・
人
的
な
ま
ち

の
資
源
を
十
分
に
活
か
し
、
個
性

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

一へ戸一

平
成
、
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日
に
開
会
し
毒
福
嶋
浩
彦
市
長
は
冒
頭
、
罰
世
紀

に
向
け
た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
５
つ
の
目
標
に
ま
と
め
て
、
新
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
市
長
の
施
政
方
針
と
、
中
村
宏
教
育
長
及
び
土
屋
忠
男
水
道
局
長
の
施
政

方
針
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
市
長
の
施
政
方
針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
フ
ア

ク
ス
ガ
イ
ド
竺
理
６
０
０
０
ヨ
ー
ド
８
１
３
＃
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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我
孫
子
の
個
性
を
活
か
し
た
豊
か
な
ま
ち
に

首
都
圏
如
皿
圏
内
の
貴
重
な
オ

ア
シ
ス
と
し
て
手
賀
沼
と
利
根
川

の
広
大
な
自
然
が
あ
り
、
そ
の
自

然
に
包
み
込
ま
れ
て
い
る
市
街
地

が
あ
る
と
い
う
特
徴
を
活
か
す
た

め
、
都
市
に
お
け
る
環
境
負
荷
の

削
減
を
め
ざ
し
、
自
然
と
共
生
し

た
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

手
賀
沼
、
利
根
川
、
古
利
根
沼

の
自
然
の
保
全
と
活
用
を
進
め
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
市
街
地
に
お

い
て
も
緑
地
を
保
全
・
創
造
し
、

水
循
環
を
復
活
き
せ
、
省
エ
ネ
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
資
源
循
環
を

然
と
嫉
性
丸
忙

創
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

｜

▲施政方針を述べる福嶋市長

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
然
と
市
街
地
と
の

接
点
に
あ
る
２
次
自
然
の
腱
地
の

存
在
は
重
要
で
、
腱
地
の
保
全
と

活
用
の
た
め
新
た
な
農
業
政
策
の

確
立
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
縫
地

と
市
街
地
に
挟
ま
れ
、
市
街
化
圧

力
が
高
ま
っ
て
い
る
斜
面
林
の
保

全
と
創
造
は
緊
急
の
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
重
点

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
と
手
賀
沼

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
》
県

が
岡
発
戸
新
田
地
区
の
水
辺
１
．

９
鯵
に
整
備
す
る
自
然
植
生
に
よ

る
浄
化
施
設
は
、
「
手
賀
沼
を
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
三
コ

ト
ー
ン
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
あ
り
、
市
も
全
面
的
に
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
根
戸
幹
線
排
水

路
に
、
浄
化
施
設
を
廻
年
度
の
完

成
を
め
ざ
し
整
備
し
ま
す
。

電
力
中
央
研
究
所
に
研
究
を
委

託
し
て
い
る
、
手
蛮
沼
の
汚
泥
の

有
効
利
用
は
、
、
年
度
か
ら
小
型

プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
実
証
試
験
を
２

年
間
行
い
、
製
品
化
を
め
ざ
し
ま

す
。

ま
た
、
我
孫
子
市
・
柏
市
・
沼
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《
環
境
基
本
計
画
の
策
定
》
大

量
消
識
・
廃
棄
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
見
直
し
な
ど
に
よ
っ
て
環
境

へ
の
負
荷
を
減
ら
し
、
自
然
生
態

系
の
保
全
を
め
ざ
す
環
境
基
本
計

画
を
ｍ
・
皿
年
度
に
策
定
し
ま
す
。

《
斜
面
緑
地
の
保
全
と
景
観
条
例

の
制
定
》
ｍ
年
艇
は
、
外
部
の

専
門
家
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が

少
子
高
齢
社
会
に
向
け
て
は

高
齢
化
率
が
ピ
ー
ク
と
な
る
２
０

２
０
年
代
、
今
後
釦
か
ら
如
年
後

の
市
民
の
く
ら
し
を
予
測
し
な
が

ら
施
策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

南
町
が
共
同
で
、
施
設
の
広
域
相

互
利
用
や
ソ
フ
ト
事
業
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
な
ど
を
研
究
し
、
「
手
賀

沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
術
想
」
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
手
賀
沼
へ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、

手
賀
沼
課
を
４
月
に
設
世
し
ま
す
。

３
世
代
が
生
き
霊
罎
Ⅸ
諦
壼

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
必
要

な
と
き
に
応
え
ら
れ
る
福
祉
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま
で
の

措
澄
制
度
を
中
心
と
し
た
福
祉
か

ら
、
選
択
性
を
高
め
、
多
様
な
二

基
盤
整
備
の
た
め
、
手
賀
沼
第
二

干
拓
地
緯
蝿
醍
修
布
湖
幹
線
排

水
路
改
修
、
県
営
担
い
手
育
成
事

業
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
手
賀
沼
周
辺
の
凝
地

の
保
全
と
活
用
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
「
農
村
資
源
活
用

縫
業
改
善
事
業
」
の
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ら
、
既
存
の
保
全
方
法
の
見
直
し

所
有
者
に
対
す
る
助
成
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

景
観
条
例
は
、
条
例
案
作
成
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

《
古
利
根
沼
周
辺
保
全
》
「
古

利
根
沼
周
辺
整
備
描
想
」
に
基
づ

き
基
本
設
計
を
策
定
し
、
整
術
に

根
沼
周
辺
保
全
》
「
古

周
辺
整
備
描
想
」
に
基
づ

設
計
を
策
定
し
、
整
術
に

着
手
し
て
い
き
ま
す
。

《
ク
リ
ｉ
ン
セ
ン
タ
ー
で

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
低
減
対

策
》
活
性
炭
を
吸
着
剤

と
し
て
混
入
さ
せ
た
消
石

し
ゅ
う
じ
ん
き

灰
を
電
気
集
塵
機
入
口
よ

り
畷
射
し
、
処
理
す
る
方

法
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

１
号
炉
で
１
ナ
ノ
婿
、
２

号
炉
で
１
．
６
ナ
ノ
箸
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
一

厨
の
低
減
対
策
を
調
査
・

研
究
し
ま
す
。

《
農
業
振
興
》
水
田
の

るづ
く
り

0

１
１
１

保
険
・
給
付
と
い
う
新
し
い
制

度
の
介
護
保
険
は
、
廻
年
度
か
ら

開
始
き
れ
ま
す
。

ｍ
年
座
は
、
被
保
険
者
の
ニ
ー

ズ
調
交
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
、
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
の
養
成
、
総
合

的
な
事
務
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
進
め
ま
す
。

《
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
》

幻
年
度
は
、
型
時
間
対
応
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遮
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
移
動
入

浴
車
の
事
業
を
民
間
事
業
者
に
委

託
し
、
よ
り
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
在
宅

で
食
事
作
り
が
困
難
な
高
齢
者
が

増
加
し
、
よ
り
多
く
の
配
食
希
望

が
あ
る
た
め
に
、
市
内
３
カ
所
全

て
の
特
別
薙
護
老
人
ホ
ー
ム
に
調

理
の
委
託
を
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
声
か
け
シ
ス
テ

ム
「
（
仮
称
）
お
元
気
コ
ー
ル
」
を

創
設
し
、
高
齢
者
の
安
否
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

要
支
援
・
要
介
護
の
高
齢
者
へ

」

－
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
サ
ー
ビ

ス
の
質
・
量
を
拡
充
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
の
重
点
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

雰
謹
蔭
制
度
の
導
入
の
準
鍾

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

本
市
で
は
、
多
く
の
市
民
が
ま

ち
を
考
え
、
相
互
に
支
え
合
う
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
市
民
活
動
を
重
要
な
財
産
と

し
、
市
民
相
互
の
交
流
と
行
動
が

ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
よ
う
な

施
策
を
進
め
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
市
民
活

動
や
、
市
民
事
業
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
や
生
涯
学
習
の
拠
点
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
自
己
責
任
の
も

と
で
、
ま
ち
の
課
題
を
自
己
決
定

で
き
る
こ
と
を
地
方
分
権
推
進
の

基
本
と
し
、
行
政
と
市
民
が
傭
報

を
共
有
し
、
計
画
の
策
定
・
実

施
・
点
検
の
各
段
階
で
、
市
民
の

主
体
的
な
参
画
が
で
き
る
よ
う
な

新
た
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
Ｄ
型
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室
、

会
議
室
、
学
童
保
育
室
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

《
特
別
養
護
老
人
ホ
Ｉ
ム
に
つ
い

て
》
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
久
遠
苑
」
は
、
皿
年
４
月
の
開
設

に
向
け
、
増
築
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
施
設
整
怖
に
対
し
て
補
助

市
民

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

利
用
希
望
者
の
待
機
を
解

消
す
る
た
め
に
、
現
行
の

時
間
の
延
長
と
、
日
雁
日

及
び
祝
祭
日
へ
の
利
用
日

の
拡
大
を
実
施
し
ま
す
。

《
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
整
備
》
根
戸
小
学

校
の
特
別
教
室
棟
を
活
用

し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
整
怖
は
、
、
年
度

に
実
施
設
計
を
行
い
、
皿

年
度
に
改
修
工
部
、
皿
年

度
の
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し

ま
す
。
施
設
機
能
は
、
老

1

ざ
ら
に
、
男
女
が
協
側
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
こ
そ
、
ま
ち

の
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
男
女
協

側
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
少
子

化
へ
の
対
応
と
合
わ
せ
、
市
民
と

行
政
と
の
共
通
の
行
動
計
画
と
し

て
い
き
ま
す
。

一
方
、
手
賀
沼
や
利
根
川
等
の

自
然
や
、
毎
日
人
々
が
集
ま
る
場

所
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
市
内
に
６

つ
も
あ
る
と
い
う
地
理
的
・
社
会

的
条
件
を
生
か
し
、
人
々
が
集
い
、

交
流
し
、
活
動
す
る
あ
び
こ
ら
し

い
商
店
街
の
活
性
化
を
図
り
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
の
様
子
の

変
化
や
人
々
の
活
動
を
お
互
い
に

知
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
が
参
加

し
、
支
え
合
う
こ
と
を
ま
ち
づ
く

Ⅱ
次
べ
Ｉ
ジ
ヘ
続
く
Ⅱ

金
を
交
付
し
、
入
所
待
機
者
の
解

消
を
図
り
ま
す
。

《
医
療
の
充
実
》
「
我
孫
子
市

急
病
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
検
討
会
」

で
の
検
討
を
受
け
、
日
曜
日
、
祝

祭
日
及
び
年
末
年
始
の
急
病
患
者

の
初
期
診
療
に
対
応
す
る
た
め
、

休
日
診
療
所
を
設
置
し
ま
す
。
、

年
産
に
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
入
通
院
に
対

す
る
助
成
制
度
を
無
料
化
を
含
め

て
拡
大
し
、
若
年
世
帯
に
対
す
る

医
療
饗
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

《
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》
一

小
・
四
小
の
余
裕
教
室
を
利
用
し

て
学
童
保
育
室
を
設
置
し
ま
す
。

９
月
１
日
の
開
設
に
向
け
改
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
省
が
推
進
し
て
い

る
「
仕
事
と
育
児
両
立
支
援
特
別

援
助
事
業
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
韮
」
を
導
入
す

る
た
め
調
査
を
行
い
ま
す
。

▲

ま

成田線みんなの力で複線 化
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ま
ず
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
旧
岡
田
武
松
邸
跡
地
は
、
市
民
我
孫
子
の
都
市
描
造
の
特
徴
は
、
を
、
年
度
中
に
完
成
を
き
せ
る
予
一

並
木
地
区
の
住
民
と
公
園
づ
く
り
参
加
に
よ
る
土
地
利
用
方
針
を
策
東
西
に
長
い
馬
の
背
の
台
地
の
中
走
で
す
。
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
一

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
定
し
て
い
き
ま
す
。
央
部
に
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
と
成
田
街
し
い
、
我
孫
子
の
顔
と
な
る
よ
う
ｒ
！
‐

需
民
の
活
動
と
交
流
の
拠
点
の
奉
心
拠
点
整
備
構
想
に
つ
い
墓
道
が
都
市
軸
を
形
成
し
て
お
り
、
な
個
性
を
持
っ
た
広
場
に
し
た
い
年
度
に
約
１
８
０
０
本
の
杭
を
復

整
備
》
市
民
が
リ
サ
イ
ク
ル
活
我
孫
子
駅
前
拠
点
は
、
県
立
の
そ
の
台
地
に
向
か
っ
て
谷
津
が
入
と
考
え
て
い
ま
す
。
元
し
、
喝
年
産
の
事
業
終
結
を
め

動
を
と
お
し
、
地
域
づ
く
り
に
参
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
の
誘
り
組
ん
で
い
る
複
雑
な
地
形
で
あ
我
孫
子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
ざ
し
ま
す
。

致
に
努
め
、
市
民
の
交
流
る
こ
と
で
す
。
は
、
ｍ
年
度
に
駅
前
広
場
と
駅
前
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
は
、
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教
育
委
員
会
施
政
方
針
謹
蕊
鑿
埜
灘
蕊
鰯
蕊
謬
ゞ
‐
シ
レ
ク
リ
エ
‐
シ
ゞ
ン
団
体

エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
＊
ス
ポ

中
村
宏
教
育
長
図
る
た
め
、
健
康
教
育
と
教
育
相
心
を
満
た
す
生
涯
学
習
の
充
実
活
動
の
推
進
及
び
指
導
者
育
成
＊

基
本
方
針
で
あ
る
「
個
性
を
尊
を
尊
重
し
、
社
会
の
変
化
に
的
確
談
活
動
を
充
実
し
、
薬
物
乱
用
防
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
市
民
一
人
ひ
と
り
の
体
力
に
応
じ

重
し
、
生
涯
を
通
し
て
互
い
に
学
に
対
応
す
る
査
質
や
能
力
を
育
成
止
、
い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
対
志
に
よ
り
、
充
実
し
た
生
活
を
営
た
健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実

ぴ
合
う
環
境
を
整
え
る
」
を
具
現
し
、
生
涯
を
通
し
て
「
た
く
ま
し
す
る
意
識
の
高
揚
。
ま
た
、
犯
罪
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
生
涯
学
地
域
に
根
ざ
し
た
香
り
這
い
市
民

化
す
る
た
め
、
①
生
涯
学
習
の
基
く
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
求
に
結
び
つ
く
よ
う
な
問
題
行
動
を
習
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
を
創
る
自
主
的
活
動
の
充
実

礎
・
基
本
を
培
う
学
校
教
育
活
動
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
防
止
す
る
た
め
、
善
悪
の
判
断
や
＊
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
学
習
市
民
は
、
自
ら
の
創
作
活
動
や

の
充
実
②
生
き
が
い
の
あ
る
生
次
の
観
占
腱
配
慮
し
、
学
校
教
社
会
規
範
の
指
導
を
重
視
し
、
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
実
施
＊
民
発
表
活
動
に
穂
極
的
に
参
加
す
る

活
と
心
を
満
た
す
生
涯
学
習
の
充
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
庭
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
防
止
間
及
び
大
学
教
育
機
関
と
連
携
し
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

実
③
地
域
に
根
ざ
し
た
香
り
高
＊
一
人
ひ
と
り
の
良
き
や
可
能
性
教
育
の
推
進
＊
学
校
週
五
日
制
の
た
総
合
的
学
習
環
境
の
整
備
＊
高
次
の
占
腱
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

い
市
民
文
化
を
創
る
自
主
的
活
動
を
生
か
し
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
経
験
を
踏
ま
え
、
学
校
・
家
庭
．
齢
者
を
対
象
と
し
た
学
習
・
文
化
＊
文
化
団
体
活
動
の
推
進
、
市
民

の
充
実
、
を
教
育
行
政
の
重
点
施
主
体
的
に
判
断
し
、
問
題
を
解
決
地
域
社
会
が
連
携
し
、
児
童
生
徒
活
動
へ
の
対
応
＊
健
全
な
社
会
環
芸
術
文
化
活
動
の
充
実
＊
市
の
特

策
と
し
て
推
進
し
ま
す
。
し
て
い
く
能
力
の
育
成
を
重
視
す
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
条
境
の
整
備
や
青
少
年
の
学
習
・
交
性
を
生
か
し
た
伝
統
芸
能
継
承
活

生
涯
学
習
の
基
褒
・
基
本
を
る
学
習
指
導
の
創
造
＊
自
ら
を
律
件
整
備
に
努
め
ま
す
＊
研
究
枝
を
流
の
場
の
整
備
＊
鳥
の
博
物
館
の
動
の
推
進
＊
文
化
遺
産
の
保
存
・

培
う
学
校
教
育
活
動
の
充
実
し
つ
つ
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
指
定
し
、
存
在
感
や
自
己
実
現
の
充
実
＊
手
賀
沼
・
利
根
川
の
環
境
活
用
・
公
開
へ
の
穣
極
的
な
取
り

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
個
性
感
動
す
る
、
心
な
ど
、
豊
か
な
人
間
喜
び
を
享
受
で
き
る
学
習
指
導
の
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
組
み

Ｉ

Ⅱ
前
べ
１
ジ
か
ら
Ⅱ

り
の
基
本
と
し
て
、
幻
世
紀
の
展

望
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
、
次

の
重
点
事
業
を
進
め
ま
す
。

《
市
民
管
理
型
公
園
モ
デ
ル
事

業
》
公
園
と
い
う
身
近
な
施
設

を
通
じ
て
、
市
民
が
気
軽
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
で
き
る
機
会
と
し

て
、
市
民
参
加
に
よ
る
特
色
あ
る

公
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
ず
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

並
木
地
区
の
住
民
と
公
園
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
市
民
の
活
動
と
交
流
の
拠
点
の

整
備
》
市
民
が
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
と
お
し
、
地
域
づ
く
り
に
参

〃
■
Ｖ
１
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
１

E

画
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
（
仮

称
）
ふ
れ
あ
い
工
房
を
皿
年
４
月

オ
ー
プ
ン
に
向
け
建
設
し
ま
す
。

ま
た
、
６
館
目
の
近
隣
セ
ン
タ

ー
は
、
久
寺
家
地
区
を
中
心
と
し

た
住
区
に
整
備
す
る
た
め
、
ｍ
年

度
は
、
用
地
の
取
得
及
び
設
計
を

行
い
ま
す
。
７
館
目
は
、
他
施
設

と
の
複
合
館
と
し
て
高
野
山
・
束

我
孫
子
の
住
区
を
対
象
に
検
討
を

進
め
ま
す
。

旧
岡
田
武
松
邸
跡
地
は
、
市
民

参
加
に
よ
る
土
地
利
用
方
針
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

財
団
法
人
我
孫
子
市
都
市
建
設
公

社
と
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ｍ
年
度
中
に
事
業
着

手
で
き
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。
《
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
推

進
》
商
業
者
と
行
政
が
一
体
と

都
市
の
骨

な
っ
た
推
進
組
織
を
新
た
に
設
逓

し
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ｍ
年
度
は
先
行
事
業
と
し
て
、

商
店
街
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
鳥
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
街
路
灯
の
設
置
を

支
援
し
ま
す
。

ト
凸

丘
出

備

宮
川

’

備
工
事
を
実
施
し
て
い
き

Ｉ
催
線
は
、
手
賀
沼
公
園
の
入

口
か
ら
旧
千
葉
銀
行
跡
ま
で
の
区

間
を
、
、
年
度
か
ら
焔
年
度
の
期

間
で
新
規
に
築
造
し
ま
す
。
道
路

延
長
は
、
約
５
０
０
ｍ
、
平
均
幅

員
は
妬
ｍ
で
す
。

ふ
ぜ

（
仮
称
）
新
木
・
布
瀬
線
は
、

年
度
に
用
地
買
収
と
詳
細
設
計
を

行
い
、
画
・
畔
年
度
に
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

《
成
田
線
部
分
複
線
化
》
成
田

線
輸
送
改
善
計
画
の
一
日
も
早
い

再
提
示
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

ま
た
、
部
分
複
線
化
の
実
現
ま

で
の
対
策
と
し
て
、
朝
夕
ラ
ッ
シ

ュ
時
・
昼
間
帯
の
増
発
及
び
最
終

電
車
の
延
長
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

’
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《
新
木
駅
橘
上
駅
舎
整
備
》
、

年
度
に
、
自
治
省
協
議
及
び
詳
細

設
計
を
行
い
、
駅
舎
の
建
設
を

皿
・
血
年
度
に
行
う
予
定
で
す
。

駅
舎
内
と
南
側
自
由
通
路
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
睡
を
検
討
し
ま
す
。

《
人
に
や
さ
し
い
駅
整
備
》
だ

れ
も
が
利
用
し
や
す
い
駅
に
す
る

た
め
、
整
怖
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
、
我
孫
子
駅
南
口
に
、

ｎ
年
度
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
設
世
で
き
る
よ
う
、

、
年
度
に
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
北
口
や
そ
の
他
の
駅
に

つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
引
き

続
き
協
識
を
行
い
ま
す
。

《
市
内
循
環
バ
ス
モ
デ
ル
事
業
》

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
市
民
体
育

館
ま
で
連
行
し
て
い
る
福
祉
バ
ス

を
試
験
的
に
新
木
地
区
へ
延
伸
し
、

利
用
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

《
駐
輪
場
の
整
備
》
天
王
台
駅

北
口
第
２
駐
輪
場
内
に
一
時
利
用

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
我
孫
子
駅
及
び
天
王
台

駅
周
辺
で
は
、
駐
輪
場
を
整
備
し

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
多
く
の

自
転
車
が
放
置
き
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
放
置
自
転
車
保
管
場
所
の

収
容
力
の
増
大
と
撤
去
体
制
の
強

化
を
図
り
、
施
設
の
利
用
を
拡
大

’

地
方
分
権
の
流
れ
の
中
、
地
方

の
自
主
性
と
自
立
化
が
求
め
ら
れ
、

地
域
社
会
に
お
け
る
地
方
自
治
体

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

今
ま
で
述
べ
て
き
た
４
つ
の
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
市
民

の
視
点
に
立
ち
、
行
財
政
全
般
を

点
検
し
、
見
直
し
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

「
我
孫
子
市
行
政
改
革
指
針
」

に
基
づ
く
第
１
次
・
第
２
次
の
行

政
改
革
実
施
計
画
を
確
実
に
実
行

し
ま
す
。

特
に
、
補
助
金
は
、
ｎ
年
度
ま

で
に
す
べ
て
の
補
助
金
を
い
っ
た

ん
廃
止
し
、
皿
年
度
か
ら
は
原
点

に
立
ち
返
っ
た
新
た
な
補
助
金
体

系
を
構
築
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
平
性
と
客
観
性

を
持
っ
て
補
助
金
の
効
果
を
評
価

す
る
第
三
者
機
関
の
設
瞳
も
行
い

ま
す
。

し
ま
す
。

《
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
整

備
》
１
１
９
番
通
報
の
一
連
の

業
務
を
速
や
か
に
行
い
、
災
害
に

行
政
改
革
の
推
進

し

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

最
新
鋭
の
高
度
通
信
技
術
を
駆
使

し
、
緊
急
通
信
指
令
施
設
を
更
新

し
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
夜
間
業
務
と
あ
ら
き
園
の
給

食
調
理
業
務
を
中
学
校
給
食
の
調

理
と
併
せ
て
民
間
に
委
託
し
、
施

設
の
効
率
的
運
営
と
経
識
の
抑
制

を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
、
年
度
に
は
、
今
後

の
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た

め
、
簡
素
化
と
総
合
化
を
基
本
に

思
い
切
っ
た
組
織
改
革
案
の
検
討

を
行
い
ま
す
。
皿
年
４
月
に
実
施

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
は
多
様
化
し
、
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
、
世
紀
に
お
け
る
我

孫
子
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を

明
確
に
す
る
た
め
、
皿
世
紀
が
ス

タ
ー
ト
す
る
年
（
平
成
喝
年
）
を

初
年
度
と
す
る
新
た
な
総
合
計
画

の
策
定
作
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

新
し
い
時
代
へ
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

.’

｜
’

水
道
事
業
経
営
方
針

浄
水
場
間
の
送
水
管
接
続
工
事
の
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
各
種

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
＊
水
道
業
務
に
係
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。

土
屋
忠
男
水
道
局
長
の
耐
震
化
を
効
果
的
に
進
め
る
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
ま
い
り

給
水
を
開
始
し
て
か
ら
本
年
災
害
時
に
も
即
応
で
き
る
施
設
づ
め
、
妻
子
原
浄
水
場
の
配
水
池
及
ま
し
た
。
「
管
路
情
報
管
理
ン
ス

度
で
釦
年
を
迎
え
、
こ
の
問
い
く
り
、
ざ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
び
市
内
３
浄
水
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、

つ
で
も
安
全
で
お
い
し
い
水
を
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
ｍ
年
度
ル
す
る
監
視
制
御
室
や
浄
水
・
配
月
に
完
了
し
た
導
水
送
水
・

供
給
で
き
る
よ
う
、
各
種
の
事
に
長
期
総
合
的
な
基
本
計
画
を
策
水
設
備
が
あ
る
水
運
用
管
理
セ
ン
配
水
管
路
の
シ
ス
テ
ム
化
を
受

業
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
定
し
ま
す
。
タ
ー
の
耐
震
性
診
断
を
行
い
ま
す
。
け
、
給
水
管
路
に
係
る
属
性
の

ま
し
た
。

《
安
定
供
給
》
＊
安
定
供
給
を
《
水
の
有
効
利
用
》
＊
漏
水
防
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
ま
す
。

ｍ
年
度
も
こ
の
基
本
的
考
え
図
る
た
め
、
妻
子
原
浄
水
場
の
監
止
対
策
と
し
て
、
前
年
度
に
引
き
《
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
》

方
に
基
づ
き
、
豊
か
で
快
適
な
視
制
御
設
備
を
更
新
し
ま
す
。
＊
続
き
給
水
管
の
漏
水
調
査
を
行
い
、
＊
市
民
生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
、

生
活
を
支
え
う
る
水
づ
く
り
を
新
木
・
布
佐
な
ど
市
の
東
地
区
で
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
＊
湖
コ
ン
ビ
一
三
ン
ス
ス
ト
ア
等
で

目
標
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
は
、
給
水
人
口
の
増
加
が
予
想
さ
北
台
、
丁
目
地
先
等
で
石
綿
セ
メ
の
料
金
収
納
を
採
用
し
ま
す
。

《
罰
世
紀
に
向
け
た
取
り
組
み
》
れ
る
こ
と
か
ら
需
要
水
量
を
確
保
ン
ト
管
を
耐
振
性
の
高
い
ダ
ク
タ
＊
水
道
事
業
に
関
す
る
各
種
の

＊
既
存
施
設
の
質
の
向
上
を
目
し
、
同
地
区
の
安
定
供
給
を
図
る
イ
ル
鋳
鉄
管
に
布
設
替
え
し
ま
す
。
情
報
を
常
時
提
供
す
る
た
め
、

指
し
た
水
道
施
設
や
地
罐
等
の
た
め
、
妻
子
原
浄
水
場
と
湖
北
台
《
事
務
の
効
率
化
》
＊
業
務
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。
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｜▼国民職保険料口座振替取り扱い金融機関等

国民年金保険料の納付は

お得な口座振替,前納で
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国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、

口
座
振
替
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
口
座
振
替
・
前
納
に
し
ま

す
と
、
平
成
、
年
度
年
間
定
額
保

険
料
（
巧
方
９
６
０
０
巴
が
巧

方
５
７
５
０
円
に
な
り
、
３
８
５

０
円
が
割
り
引
き
ざ
れ
た
い
へ
ん

お
得
で
す
。
（
割
引
率
２
．
“
％
）

手
続
き
は
飾
単
で
す
。
３
月
末

ま
で
に
預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
使
用

印
と
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も

の
を
持
参
し
、
左
表
の
金
融
機
関

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
６
カ
月
前
納
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
ざ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係
貧
鍾
１
１
１
１
内
線
３
５

５
．
３
６
８

平
成
９
年
４
月
か
ら
本
館
で
は
、

す
で
に
祝
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
、
湖
北
台
分
館
、

布
佐
分
館
を
含
め
全
館
で
祝
日
開

館
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
き
い
。

ま
た
、
貸
出
冊
数
を
、
図
書
に

つ
い
て
は
１
人
５
冊
以
内
を
、
冊

以
内
に
、
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

市
で
は
、
昨
年
７
月
に
釦
歳
代

の
男
性
２
０
０
０
人
を
対
象
に
、

今
後
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
ｍ
月
。
ｎ
月
に
は
回
答

を
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
市

民
事
業
な
ど
に
関
心
を
お
持
ち
の

方
１
８
０
人
に
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に

よ
る
２
次
調
査
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

シ
ニ
ア
男
性
意
向
調
査
結
果

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

同
陶
川
凹
側
目
儂
畷
２
時
か
ら
４
芭

図
書
館
が
も
つ
と
身
近
に
な
り
ま
す

八
４
月
か
ら
全
館
で
祝
日
開
館
を
行
い
ま
す
Ｖ

４
月
か
ら
全
館
で
祝
日
開
館
を
行
い
ま
す

配
旦
土
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

国
民
健
康
保
険
税
の
第
、
期
は
、

３
月
訓
日
塞
が
納
期
限
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
か
ら
医
療

機
関
な
ど
へ
支
払
わ
れ
る
医
療
費

は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

我
孫
子
市
の
場
合
、
平
成
８
年
度

で
は
一
人
当
た
り
の
収
納
額
が
約

７
万
４
０
０
０
円
に
対
し
、
医
療

費
支
払
い
は
約
叫
万
２
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
す
。 今

回
の
調
査
は
、
市
の
高
齢
化

率
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
予
想
さ

れ
る
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２
０

年
代
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
と
き
、
男
性
人
口
の
約

媚
％
を
占
め
る
釦
歳
代
の
方
々
が
、

今
後
地
域
社
会
と
ど
う
関
わ
る
か

と
い
う
意
向
を
ま
ず
十
分
に
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
実
施
し

た
も
の
で
す
。

調
査
に
対
し
て
は
、
１
０
３
６

人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、

数
多
く
の
意
見
や
提
言
を
お
寄
せ

ブ
は
、
２
点
を
５
点
に
増
や
し
ま

す
。
た
だ
し
、
図
書
館
利
用
券
の
使

用
を
、
本
人
の
み
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
利
用
券
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
盃

（
認
）
１
１
１
０

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

心
令
？
、

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
な
ど

で
運
営
き
れ
て
い
ま
す
が
、
税
収

が
不
足
す
る
と
国
民
健
康
保
険
の

運
営
は
苦
し
く
な
り
、
加
入
者
の

負
担
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

健
全
な
運
営
の
た
め
に
保
険
税

の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

保
険
税
の
納
付
は
金
融
機
関
等

か
ら
の
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と

自
動
的
に
振
り
込
ま
れ
、
手
間
が

い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
よ

り
多
く
の
皆
ざ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

た
い
と
考
え
、
次
の
と
お
り
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
皆
ざ
ん

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第4回手賀沼フリー

マーケッ朏店者募集

ふ
る
さ
と
我
孫
子
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て

ま
た
、
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
へ

の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
第
４

ご家族や友だち同士でぜひ出店を

省
け
る
ば
か
り
か
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、

翌
年
度
か
ら
納
期
限
に
合
わ
せ
自

動
的
に
引
き
藩
と
き
れ
た
い
へ
ん

便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
き
い
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
口

座
残
高
が
十
分
か
ど
う
か
、
も
う

一
度
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

》
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保

険
税
係
冥
芭
１
１
１
１
内
線
３
５

３
．
３
５
４

な
お
、
調
査
結
果
は
、
後
日
広

報
あ
び
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時
３
月
丞
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
４
時

▼
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水

の
座
▼
対
象
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
企
画
課
貧
芭

１
１
１
１
内
線
２
１
１

回
「
手
賀
沼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

高
校
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
出
店
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
、
皆
さ
ん
身
の
回
り
の
不

用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
、

ぜ
ひ
出
店
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

マ
日
時
５
月
酔
旦
且
午
前
旧

時
か
ら
午
後
３
時
（
た
だ
し
、
雨

天
の
場
合
は
５
月
訓
日
に
延
期
）

》
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広

場▽
募
集
数
先
着
２
５
０
店

▽
出
店
料
１
区
画
（
２
．
５

ｍ
×
２
．
５
巴
…
２
７
０
０
円

※
申
し
込
む
際
に
、
郵
便
貯
金

（
振
込
口
座
番
号
．
：
１
０
５
９
０

‐
３
８
９
５
９
４
６
１
、
口
座
名

…
手
賀
沼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

’

』

｜

’
一
白

行
委
員
会
）
へ
振
り
込
ん
で
、

郵
便
振
替
払
込
金
受
領
書
を
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

》
販
売
で
き
る
品
物
①
家
庭

内
の
不
用
品
、
手
作
り
品
②

業
務
上
の
不
用
品
③
生
産
者

に
よ
る
野
菜
、
果
実

※
医
療
品
、
法
律
に
違
反
す
る

品
物
、
お
よ
び
③
以
外
の
方
に

よ
る
飲
食
品
の
販
売
は
禁
止

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
り
が
な

封
書
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
主
な
販
売
品
を
明
記
し
、

返
信
明
封
筒
に
”
円
切
手
を
貼

付
し
同
封
の
上
、
湖
北
台
８
の

肥
の
４
第
１
今
井
ビ
ル
２
０
３

号
手
賀
沼
フ
リ
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

行
委
員
会
葵
配
）
９
０
１
４
へ

※
申
し
込
み
・
出
店
料
払
い
込

み
を
確
認
後
、
出
店
許
可
沓
と

出
店
要
項
を
送
付
し
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
で
は

「
社
会
に
役
立
つ
人
」
を
目
標
に

野
外
活
動
を
基
本
と
す
る
一
賀
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
子
ど
も
の
心

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
篭
募
集

い
ま
県
で
は
、
県
内
の
中
堅
・

中
小
企
業
を
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
研
究
開
発
型
企
業
に

転
換
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
技

術
開
発
力
を
持
つ
創
業
者
育
成
を

図
る
た
め
、
仮
称
「
束
葛
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
」
の
建
設
を
柏
市
柏
の
葉

に
進
め
て
い
ま
す
。

同
プ
ラ
ザ
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
６
階
建
て
で
今
年
秋
に

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
こ
の
施

設
で
は
、
（
財
）
千
葉
県
工
業
技
術
振

興
セ
ン
タ
ー
や
機
械
金
属
試
験
場

な
ど
と
連
携
の
も
と
に
、
研
究
開

発
や
技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
研
究
室
の
提
供
を
は

じ
め
、
既
に
県
内
に
立
地
し
て
い

る
中
小
企
業
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
順
調
に
成
長
・
発
展
し
て
い

＃
と
体
を
育
て
ま
す
。

元
気
な
仲
間
が
君
た
ち
を
待
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

▼
対
象
小
学
校
新
１
年
生
か
ら

「
東
葛
テ
ク
ノ
ブ
ラ
ザ
」
が

今
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

勺
画
ゞ
が

も

▼
入
居
対
象
企
業
①
企
業
育
成

室
…
創
業
５
年
以
内
で
高
度
な
技

術
力
を
持
つ
企
業
等
②
研
究
開

発
室
：
．
新
た
な
事
業
分
野
や
研
究

開
発
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
等

③
共
同
研
究
室
．
：
大
学
や
仮
称

「
束
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
」
な
ど
と
の

共
同
研
究
を
行
う
企
業
等

▽
使
用
料
１
室
（
零
㎡
か
ら
１

１
５
㎡
）
月
額
４
万
１
８
０
０
円

か
ら
奉
万
５
３
０
０
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
県

庁
工
業
課
垂
０
４
３
（
２
２
３
）

２
７
１
７
へ

く
た
め
に
、
技
術
面
か
ら
経
営
而

ま
で
産
業
の
高
度
化
に
対
応
し
た

総
合
的
支
援
施
設
で
す
。

６
年
生
ま
で
の
男
女

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
性

ふ
り
が
な

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

学
校
名
、
保
護
者
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
泉
謁
の
血
ポ
ー
イ
スたに

カ
ウ
ト
我
孫
子
市
連
絡
協
議
会
谷

ひ
で
あ
さ

英
毅
套
鍾
）
９
０
１
６
へ

一

市
の
法
律
相
談
の
予
約
方
法
が

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

市
で
は
、
お
お
む
ね
毎
週
火
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
き
れ
た
方
は
、
忘
れ
ず

曜
日
と
第
１
．
３
木
曜
日
（
月
＊
予
約
方
法
に
各
相
談
日
の
予
約
時
刻
ま
で

５
．
６
回
に
弁
謹
士
に
よ
る
毎
月
初
め
の
１
日
王
．
日
曜
に
市
役
所
西
別
館
３
階
「
市
民

注
律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
、
祝
日
と
重
な
る
場
合
は
、
翌
相
談
室
」
ま
で
お
越
し
く
だ
き

（
広
報
あ
び
こ
市
民
カ
レ
ン
ダ
平
日
）
の
午
前
８
時
如
分
か
ら
そ
い
。

Ｉ
を
参
照
）
の
月
の
予
約
を
電
話
等
で
先
潜
順
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
時

し
か
し
、
毎
回
希
望
者
が
多
に
受
け
付
け
ま
す
。
間
は
１
人
率
分
間
で
す
。

く
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い
方
が
▽
連
絡
先
實
芭
１
１
１
１

相
談
内
容
は
、
法
律
に
関
わ

多
い
こ
と
か
ら
、
４
月
か
ら
相
※
電
話
予
約
の
と
き
は
、
交
換
手
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

談
日
を
増
や
す
と
と
も
に
、
予
に
「
法
律
相
談
の
予
約
」
と
お
申
▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

約
方
法
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
し
出
く
だ
き
い
。
広
聴
係
雲
芭
１
１
１
１
内
線

ま
す
。
皆
ざ
ん
の
ご
理
解
と
ご
＊
相
談
方
法
３
１
１
．
２
６
９

成田信用金庫

本・支店

鰯肺織胴

組合ホ，支所

東京ベイ信用

金庫本・支店

僻)常陽銀行

本・支店

僻)茨城銀行

本・支店

㈱千葉銀行
本・支店

僻)千葉興業
銀行本・支店

(株)京葉銀行
本・支店

龍ヶ崎信用

金庫本・支店

松戸信用金庫

本。支店

全国の郵便局

僻)さくら銀行

水･支店

(株)東京三菱

銀行本・支店

僻)東海銀行
本・支店

㈱関東銀行

本・支店

閨
”
乗
っ
て
、
春
風
に
吹
か
れ
て
み
ま
４
月
５
旦
旦
ま
で
の
毎
日
、
上

再
芝
か
。
ま
た
、
妻
志
の
人
雷
溌
鵠
呈
晶
日

麦
迄
工
的
曲
縄
手
賀
沼
の
自
然
の
息
祝
日
の
み
営
業
（
た
だ
し
、
雨

ン

華
未
吹
、
烏
の
き
え
ず
り
な
ど
を
、
サ
天
・
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

らか

誉
宮
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
楽
し
む
▽
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら

ｊ土
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

の
霊
４
時

ｉ日
Ｌ
ル
臺
善
３
月
萱
圭
か
ら
▼
箒
妻
沼
茜蕊

ク

８肥
Ｓ
イ

く
こ
労

３

ミ
山

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
営
業
を
手
賀
沼
公
園
で
３

月
率
旦
土
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に

貸
研
究
室
な
ど
へ
の

入
居
企
業
を
募
集
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崎眞琴ちゃん
(中峠・1歳4カ月）
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こ
や
か
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や
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少曰時3月29日(日)午前10時か

ら午後3時〈雨天の場合は4月5

日に順延〉（参加費無料）

惨場所手賀沼公園多目的広場

し問い合わせ篠原盆(84)5276

１
１
１

勺
6

唾げ

惨対象小学校新45．6年生
｡

し定員全学年で20人

し日時3月29日(日)午前9時』し会費月額2000円（別途4000円

R新松戸駅改札口集合、正午解散程度の教材費代負担あり）

予定（小雨決行）シ申し込み・問い合わせ往復ハ

レ行程河岸の町流山を訪ねるガキに住所、本人と保護者の氏名、

(東福寺、光明院ほか）学年、電話番号を明記し、我孫子

レ参加費300円（資料代含む）247の1神谷美恵子公(85)1964へ圏醗園図
し日時3月29日(日)午後1時30レ申し込み・問い合わせ電話で 惨内容懇談会やアンケートなど

分開場、2時開演3月27日(金)までに越岡壷(84)20 のによる電力事業への提言

◎柴崎柔道クラブし日時4月19日(日)午前9時受，場所市民会館47へ似任期5月から平成11年3月
似練習日時・対象＊毎週火・木。陰対象・定員満20歳以上の女性付、9時30分試合開始，曲目混声合唱組曲「蔵王｣、

土曜日（小学生）･･･午後6時30分の方、15人，場所市民体育館ヴィヴアルデイ「GLORIA」１
１

伊種目男女別シングルスA新人ほか，日時。場所3月29日(日)午後から8時＊毎週火。土曜日（中学 伝申し込み・問い合わせハガキ
ふりがな

に郵便番号、住所、氏名、電話番の部、Bマスターズの部（過去の惨出演指揮…北川博夫独唱・・2時から3時、根戸近隣センター生以上）…午後8時から9時

新人戦優勝者および他大会の決勝宮部小牧、大塚真弓（市内在住），内容スライドを使った講演◎柴崎少年剣友会号、年齢、職業、応募の動機他

演奏…我孫子市民フイルハーモニし講師三浦正憲し練習日時＊毎週水曜日…午後のモニター経験を明記し、3月31進出者)、ダブルス

惨参加資格市内在住、在勤、在一管弦楽団室内楽アンサンブル惨入場料無料6時から8時＊毎週土曜日･･午日(尖・消印有効)までに〒277‐

学者，入場料1000円（全席自由）し問い合わせ小倉公(82)0702後3時30分から4時30分8560拍市新柏1の13の2東京電力

惨参加蚕シングルス500円、ダレ入場券発売所平賀書店、ブツ

プルス1000円クス・スズキ．荒井書店、レコー

し対象小学2年生以上柏営業所公(62)1301ヘ

|、 囹練習場所いずれも我孫子警察

瞳 曝圃鱈し申し込み。問い合わせ現金書ドあつぶる、学友堂布佐店、市民候日時3月22日(日)午前9時か署道場
岸
留に参加費を添えて（住所、氏名、会館内売店ひろがりら正午（雨天決行）囹申し込み・問い合わせ電話で

電話番号、大会名、所属団体名、，問い合わせ安江盃(88)7082し集合場所古利根沼中央我湖水我孫子警察署生活安全課査(82)01

路広場〈参加費無料＞10内線261へ修曰時・場所3月27日(金)午後種目を書いた紙を同封)、3月28

日（土必着）までに布佐平和台 し問い合わせ古利根の自然を守 1時、水道局4階会議室

5の10の10藤田ふさ壷(89)5689へ似曰時4月18日から9月26日まる会土子公(87)2341 少問い合わせ教育委員会総務課｜

’
瞳図i勵目

での土曜日午後1時から3時 シ練習日毎週火曜日午後1時30◎近隣センター等公共施設利用の

分から3時活動などは、優先的に場所が確保(ただし、6月6日を除く全20回）

し日時3月28日(土)午後1時似場所中央公民館ほか 惨場所湖北地区公民館されているものではありません。

し場所天王台北近隣センターし対象碁が初めての女性と中高 し内容初心者向けヨガ

し内容ボランティアの今後の在年の方し場所・練習日①新木近隣セン修会費月額2500円、入会金2000

り方についての話し合い、青年ボし定員先着20人夕－．．．4月13日20日27日②円

ランティア「ボラボラの木」のメ惨参加費6000円(教材費を含む）布佐南近隣センター③根戸近隣セ似申し込み．問い合わせ電話で１
１
Ｉ

ンバーとの交流似申し込み．問い合わせ電話でンター…4月10日、17日、24日、渡辺公(82)8404へ

惨参加費無料山口公(88)1418へ”は午後1時30分から3時、③

は午後6時から7時30分

し定員各会場先着30人

，申し込み・問い合わせ電話で

ボランティアセンター壷(85)5233

鶴へ’日時・場所4月5日(日)午前し参加費1000円（1会場3回分）

S10時開場、湖北地区公民館歩服装運動しやすい服と靴

'入場料無料シ申し込み・問い合わせ電話か

月
’

1 似日時4月28日(火)午前10時かし問い合わせ観世流…市川壷ファクスで野寺盆(89)1062、ファ

篝
ら午後1時（82)4336宝生流･･･小太刀公(82）クス(89)0919へ

ｰ

し場所天王台北近隣センター3653

し定員先着24人

し参加費1650円（材料費を含む） し日時・場所毎週金曜日午後3
ロ
▲

惨申し込み。問い合わせ電話で惨日時。場所4月4日(土)正午時から4時、新木近隣センター

つくし野6の20の2川田靖子壷から午後5時、湖北地区公民館似対象3．4歳児

(84)2528へ，入場料無料し定員先着20人

※当日飛び入りコーナー（若干名、険内容マット運動、とび箱ほか

無料）もありますし会費月額2000円（入会金3000

し日時。場所4月4日(±)午前少問い合わせ阿部壷(88)8046円、年間保険料500円）

の部････10時30分開演、午後の部･･･ 似申し込み4月10日(金)午後2

時30分新木近隣センターで受付1時開演、市民会館1

1

1
し入場料前売り･…1200円、当日，日時。場所4月25日(土)午前し問い合わせ友光容(88)8282

…1500円（ただし、65歳以上の方、9時45分から正午、中央公民館

小．中．高校生には、当日200円，定員15人（応募者多数の場合

を払い戻します）は抽選）し練習日時毎月第1．2．3日

※前売り券発売所など詳しくは、し参加費1000円（材料費を含む）曜日、午後1時から3時

｢一本の手」上映実行委員会事務し持ち物エプロン、台ふきん、し場所柏市布施近隣センター

局中央学院大学アクティブセンタふきん似会費月額2mO円、入会金1000

一室(83)6529へ，申し込み。問い合わせ電話で円

勝代壷(84)4389へ似申し込み．問い合わせ電話でB
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鐘
大塚壷(83)8116（午後5時から）

似日時3月27日(金)午後5時開
S

場、5時30分開演，日時3月27日(金)午後3時

，場所市民会館，場所柏市民文化会館し練習日原則として土・日曜日、

’し曲目オセロ、私のお気に入り、’曲目指輪物語よりI1V、祝日

ファンタジーバリエイションほか惑星より「木星」ほか，場所沼南町我孫子リーグ球場 ●
。
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む

ゆ
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し 参加費無料し入場料無料似対象中学校新1年生の男女：i・蕊：

’問い合わせ県立我孫子高等学惨問い合わせ県立柏高等学校吹い申し込み．問い合わせ中村猛

校吹奏楽部毎(82)5181奏楽部容(31)0013（88)8521
I

青 空市 子供英会話2
』
画
一 水質事故雌についてのお詫び

2月24日の夕方から25日の

早朝にかけて、つくし野・泉地

区等で発生しました水質事故

(水の濁り）に関しまして、同

地区の皆さまに、ご不便をかけ、

不安を与えましたことを深くお

詫びいたします。

なお、事故原因については現

在調査中ですが、水道水として

の水質基準に問題がなかったこ

とを申し添えます。

＝水道局公(84)0111＝

莪孫手の文化を守る会
崇らS回史跡一文学散歩

東京雷力ｻー ビｽﾓﾆﾀー我孫子市民合唱団創立20周年記念
第9回定期演奏会

少年タツチヤング会員市民ランク別卓球大会

ﾗ羊ラン言雷ラ寅会

「ノマフェオグペデイラム」

古禾u根ウオツチング

「古和キ良ぐるり一周」

定例教育委員会

女性と中高年の囲碁教室
胡訓にヨガ会員、

〃

、

青年ポﾗﾝﾃｨｱ養成講座

男性のための太極拳体験
ﾃﾚﾎｿｻービス
(日珊当番医・一週間の行事）

恋(85)1313

ﾃﾚﾎｿガｲﾄ゙ 征(85)500C

ファクスガイド
-、弓一・J

㎡■H■I心ゴ■ﾛ
（、L』，！】‐■｡

16月

1ワ火

18水

19木

20金

21①

22⑧

23月

24火

25水

26木

2フ金

28土

29⑧

30月

31火

唾心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
壷3月20
壷地域リノ

日分税務相談予約受付日(電話で
1ビリ教室＝新木近隣センター1

8:30から）
3:30～15:00

函市民会館・市民図霧館・鳥の博物館休館
奇つつじ荘・西部福祉センター休館

庫法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

壷つつじ荘・西部福祉センター休館

壷3月24日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

厨法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
。－一一一一一・衿'一』_一一

画.巾氏ノフワ1不且目

壷税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

露休日当番医＝テレホンサービス

壷休日救急歯科診肩日＝体B救急歯科診痛所(市民会館内)9:00～11:30
画市民図塞館休館（本館は除く）

画つつじ荘・西部福祉センター休館

壷日曜当審医＝テレホンサービス

壷休日救急歯科診碩日＝休日歯科診原所(市民会鬮内)9:00～11:30

画心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
唾地域リハビリ教室＝保健センター13:30～15:00

壷市民会館・市民図露館・烏の博物館休館

庵つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

腫慰鳥の博物館休館

画雪地域リハビリ教室＝西部福祉センター10:30～12:00

壷人権相談＝厚生課10:00～15:00

画行政相談＝市民相談室10:00～12:00
虚水道料余口庫振替日

壷市役所閉庁（－部の施設は除く）

壷日曜当番医＝テレホンサービス

宙休日救急歯科診眉日=休日歯科診療所(市民会館内)9:00～11:30

画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
壷市民会館・市民図書館・馬の博物館休館
函つつじ荘・西部福祉センター・市民体育館休館

画国民健康保険税第10期納期限
函国民年金保険料払込期限＝口座振替日
函つつじ荘・西部福祉センター休館

我予系子市謡曲達で含会

第1ら回堯垂弓会

季節の家庭料理講習会

ﾄq
●

'6キッズスホーツクラブ韻
第5回懐メロの集い

映画｢-本の手｣上映会

アラブ料理を作る集い

社交ダンス会員

雲
詞 県宝宝*白悪等学*交吹奏楽音ロ

第三三回定期ﾗ寅奏会 我子系子リトノレシニアチーム

（5更式里予球）音B量


